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磯子地区 

２.地区の居住者特性 

 

2.1 磯子台と磯子三丁目で大型のマンション開発（ブリ

リアシティ横浜磯子）がすすめられ人口や世帯数が

増加したが、その他の町の人口や世帯数はおおむね

安定している。 

1）平成 23〜28年の期間でみると、人口、世帯数が安

定してる町が多い中で、磯子台と磯子三丁目でマ

ンション建設により人口、世帯数が増加しました。 

 増加したのは 25〜44 歳を中心に、74 歳以下の幅

広い年齢層でした。 

2）その他の地区では人口はほぼ安定しており、世帯

数も緩やかな増加になっています。 

 

2.2 広地町や久木町では戸建て住宅や低層（1、2 階

建て）の共同住宅が高い密度で立地している 

1）広地町は、戸建て住宅に住む世帯の比率が 63.6％ 

 （区平均は 36.4％）と高く、1・2 階建ての共同住

宅に住む人の比率も 14.6％（区平均は 10.7％）と

高くなっています。 

久木町では、戸建て住宅に住む人の比率が 51.1％

と高く、1・2階建ての共同住宅に住む人の比率も

22.8％と高くなっています。 

 また、人口密度は、広地町が 179.7 人/ha、久木町で

は 168.2 人/ha となっており、戸建て住宅や低層の共

同住宅が高密度に立地しています。 

 人口や世帯数は，概ね安定しています（広地町で

人口が緩やかに減少している）。 

2）磯子四丁目も上記の 2 地区と同じような特徴があ

ります。戸建て住宅に住む世帯の比率が 55.0％、

1・2 階建ての共同住宅に住む人の比率が 27.5％

で、いずれも区平均より高くなっています。 

3）国勢調査の結果によれば、世帯総数に占める一人

暮らしの高齢者の世帯の比率は区の平均で 13.2％

となっています。一人暮らしの高齢者の比率は、広

地町 15.3％、磯子四丁目 14.2％、久木町 14.1％であ

り、いずれも区の平均より高くなっています。 

 

2.3磯子二丁目や磯子三丁目、磯子台では、マンショ

ン等の立地が進んだ 

磯子三丁目、磯子台で整備がすすめられた大型マン

ション(ブリリアシティ横浜磯子)が完成し入居が進

みました。磯子３丁目では中高層（3 階建て以上）共同

住宅に居住する世帯の比率は 92.6％に達していま

す。 

磯子台の中高層共同住宅に居住する世帯の比率は

79.6.％です。（磯子台の北側には戸建て住宅地があ

ります） 

 

2.4 磯子五丁目には民間開発による中層住宅団地

があり、人口は減少傾向にある 

1）磯子五丁目は、民間開発により中層の共同住宅

団地で 594戸が建設されました。昭和 50年から

工事、昭和 57 年に入居開始した共同住宅地で

す。入居開始から概ね 30年が経過しています。 

２）20 歳代を中心に人口が減少していますが、世帯

数は概ね安定しています。世帯の分離により人口

減少が続いていると考えられます。 

 

2.5 丘の上の住宅地（磯子六〜八丁目）の人口は概

ね安定している 

1）磯子六〜八丁目では、戸建て住宅を中心に、小

規模な公的住宅団地、マンション等が混在して

います。 

2）近年、人口は安定していますが、高齢化は進ん

でいます。 

3）世帯規模は、いずれの町も区の平均を上回って

います。（磯子六丁目 2.46人/世帯、磯子七丁目

2.38 人/世帯、磯子八丁目 2.31 人/世帯、区平

均 2.10人/世帯） 

2.6 今後、高齢化は進むものの人口や世帯数は安定

して推移する 

1) 磯子三丁目、磯子台ですすめられていたマンシ

ョン開発が竣工し入居が完了したと考えられま

す。平成 26 年以降増加していた人口や世帯数は

安定した状況にもどると考えられます。。 

2）20 歳代前半や子育て世代（25 歳〜30 歳代）の

緩やかな転入増加傾向が続けば、高齢化は進む

ものの、今後も人口、世帯数は安定して推移す

ると考えられます。しかし、今後、20 歳代前半

や子育て世代自体が減少していくので、これま

でのようなマンションの立地による人口増加の

傾向は弱まっていく可能性があります。 
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